
はじめに

情報 メデ ィアセンター副所長 龍 昌治

高等学校 での新教科 「情報」 が開始 され、学生た ちの コンピュー タ リテ ラ

シーは、ますます高くなっています。家庭でのブロー ドバ ン ド普及 も進み、小

さい ころか ら情報家電 に慣れ親 しんでい る彼 らが、ワープロの操作や メールの

送受信 において、戸惑 う姿はほとん どあ りません。

彼 らは、親指一本 で軽快 にメールを扱 う一方で、その しくみや技術 にはあま

り関心がない ようです。パ ソコンでレポー トは書けても、 トラブルがお きても

対応 できず、 自分でインターネ ッ トに接続することさえできない。使 うことは

できて も、使 えるようにはできない。

これに対 しては、反対す る考 え方 もあ ります。

インターネ ッ トを使 うのに、コンピュー タの しくみは知 らな くて も構わない。

情報家電の雄、テ レビを見 るのに技術は必要ない し、 トラブルはプロに任せれ

ばよい。情報 は、扱 う情報その ものに意 味があるので あって、情報 を運ぶメ

デ ィアに価値 はないのです。操作技術 に学ぶ価値がないのと同 じく、 しくみに

も価値はないのです。

これ ら相反す る二つの考 え方 は、それぞれ に理 由があ り、簡単に優劣をつけ

られ る問題ではあ りませ ん。 しか しながら、普通のユーザーは、難 しい ことは

知 らな くて もよい との考え方や、逆に、新 しい技術やその技術 を持つ人々をむ

やみ に特別視す ることは、両者 を隔てるばか りで、ます ます技術 をユーザーか

ら遠 く離れた特別 な ものに して しまいます。技術は使 うユーザーがあって こそ、

意義があ ります。メデ ィアも運ぶ情報があってこそ、 ともに価値があ ります。

情報メデ ィアセ ンターが発足 して半年がたちます。情報技術 とメディアを融

合 させ る試みは始まったばか りです。 この技術 を育てるのは、ユーザー 自身で

す。 こんなことを したい、 とい う素朴なニーズが技術 を生みます。本号 に寄せ

られた実践や提言が、その貴重なシーズになることを期待 します。


